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１．はじめに 

パターン化した社会科の授業を変えていき

たい。これが研究の始まりである。これまで，

社会科の授業における形式と実質のズレに課

題意識をもっていた。授業が「調べる→考え

る→表現する」のように展開していても，「調

べる」目的が明確でないため，その成果が「考

える」まで結びつかなかったり，「表現する」

の内容にまだ「考える」余地を残しているに

もかかわらず，発表して終わってしまったり

することが少なくなかった。特に，見学・観

察を取り入れた場合にその傾向は強かった。

学習指導要領に基づき，形式だけでなく実質

においても問題解決的な学習を可能にしたい，

問題について「調べる」「考える」「表現する」

取組を通して「子ども一人一人が教師の指導

のもとに知識や見方を主体的に獲得する授業」

（北，2011:9）を実現したい，こうしたねら

いから本研究を始めた。 

昨年度の研究（内藤，2015）では，ワーク

シートの作成と活用を通して社会科の授業改

善を行った。その成果として，子どもは，授

業全体の見通しがもてたり，要点を整理する

ことによって自分の考えを焦点化したりする

ことができること，また，学びの成果を，授

業をふり返りながら自分の言葉でまとめるこ

とができることが明らかになった。そこで，

本研究では，その研究を発展させ，問題解決

的学習の活性化をめざした。見学・観察を取

り入れた問題解決的な過程を通して子どもが

主体的に社会の理解を生み出す学習のあり方

を探ることとともに，そのような問題解決的

学習を可能にする指導の手立てとして改めて

ワークシートに着目し，その作成・活用の方

法を具体的に明らかにすることを課題とした。 

見学・観察を取り入れた問題解決的学習を

どのように設計し指導するとよいか。勤務校

の担任学級（第４学年）において単元「ごみ

はどこへ」を実践し，問題解決的学習とその

指導（ワークシートの作成・活用）という両

面から分析・検討を行うことにより，この問

いに迫る。 

 

２．第４学年「ごみはどこへ」の学習の概要 

(1)計画と実際  

単元「ごみはどこへ」の指導計画では，見

学をどこに位置づけると効果的かを考え，【問

題づくり→調べる（見学）→考える→まとめ

る】という流れで，単元全体を構想した。見

学前に学習に対する意欲を喚起し，予備知識

をもたせた上で，見学を通して実際に確かめ

たいことや解決したい疑問など，じっくり問

題づくりをしてから見学に臨もうと考えた。 

実際の単元展開を表１に示す。全体は大きく

４段階で進み，見学は２段階目に位置づいた。 

第１段階（問題の設定）では，「教室で一週

間ごみ集めをしてみよう。どんなごみが出て

いるだろう？」という問いかけのもと，全員

で学校（教室）でのごみ調べをした。並行し

て家庭でのごみ調べを行うことによって，ご

みの種類や処理の方法についての関心を高め

た。また，地域のごみステーションが設置さ

れている場所や様子を調べ，地図づくりを行

った。学校や家庭，市全体から出されるごみ

の種類と量を調べ，さまざまなごみが大量に

出されていることや増え続けていることなど

について理解することができた。この段階で

は，調べたことを書き込む欄を設けたワーク



 

表１ 実際の単元展開 

図１ 見学前のＡ児の記述 

シートを使うことで，全員で同じ体験をする

ことにより，学習に対する興味・関心や意欲

を高めることができた。とともに，全員での

共通体験を通し，疑問に思ったことやもっと

追究したいことを全体で共有し，それらをも

とに身近なところから問題づくりをした。 

第２段階（問題の追究Ⅰ）では，副読本や

市のマニュアルなどを用いて，ごみのゆくえ

やごみ出しの細かいルールの存在について知

ることから，ごみ収集の方法や清掃センタ

ー・最終処分場の存在について理解を進めた

ことによって，ごみは清掃センターでどうな

るのか？という疑問をもつようになった。事

前学習で疑問を醸成し，「どうしても見学に行

きたい。」「見学に行かないと疑問が解けない。」

という気持ちが一番盛り上がったところに見

学が位置づいたことになる（図１）。 

見学には，「見たこと・聞いたこと」と「考

えたこと」の欄が分かれているしおりを作成 

し，見学中は，「見たこと・聞いたこと」を書

かせた。見学後は，見学から得られた事実・

データに基づいて「考えたこと」をじっくり

まとめる時間を設けた。それによって，【調べ

る→考える→新たな問い】という流れをつく

ることができた。新たな問いを共通のハテナ

（？）とし，解決を図るため，指導計画を見

直し，修正した。表２のように新たに生まれ

た問いや気づきの中から，a「市指定のごみ

ぶくろが使われるようになったのはなぜだろ

う？」と b「焼却炉では，どうして高温でご

みを燃やしているのだろう？」の２つを取り

上げ，「清掃センターの見学から生まれたハテ



 

表２ 「考えたこと」の記述にあった問いや気づき 

・なぜ，５９．５ｍという高いえんとつなのか？ 
・焼却炉で燃やす温度は８００～９５０℃ 
   → どうしてそんな高い温度なの？ 
     そんなに高い温度じゃないと燃えないの？ 
・音が大きかったけれど，近所に迷惑にならないのか？ 
・昭和５０年に組合が作られたが，それまでごみは 
どうしていたのか？ 

・灰は埋め立て処分として，茨城県に運ばれている。 
   → どうして茨城県？ 
・ごみ袋はいつから使われるようになったのか？ 
   → しかもお金を払って買っている 
・ごみクレーンからごみを落としたときの震動がすごい 
   → こんなにたくさんのごみが運ばれてくるんだ 
     私たちはごみをたくさん出している 
・分別って大事だ 
・自慢できる清掃センターだ 

ｂ 

ａ 

ナ（？）を解決しよう」とし，さらに追究を

進めていくことになった。 

 第３段階（問題の追究Ⅱ）は，見学から生

まれた２つのハテナ（？）の追究である。ハ

テナ（？）の追究では，ワークシートに自分

の考え，他者の考え，板書されたものを自由

に記述し，書きながら思考を整理していった。

a「市指定のごみぶくろが使われるようにな

ったのはなぜだろう？」の追究では，子ども

たちは，「ごみ袋は便利だし，自分たちが出し

たごみを処理してくれるんだから，お金を払

ってごみ袋を買うのは当然だ。」という考えで

いたが，ごみはいらなくなった物，もう使え

なくなった物であり，その処理にお金をかけ

るということについて，「捨てる物にお金を払

うのか…」という声が出てきた。話し合いの

中で，「お金がかかるから，なるべくごみ袋を

使いすぎないようにした方がいい」というこ

とになり，「だから，ごみを減らそうという気

持ちになるんだ」と考えるようになった。ご

み袋の有料化はごみを減らすための市の取組

の一つであるという理解を生むことができた。

授業後，ごみ袋には２種類の大きさがあるこ

とやごみ袋に記載されている企業の広告につ

いての気づきもあり，自分の身の回りの生活

に目を向けた言葉が多くなった。 

b「焼却炉では，どうして高温でごみを燃

やしているのだろう？」の追究では，見学で

聞いてきたことを受け，たくさんのごみを一

気に燃やすため，生ごみの水分が含まれてい

るために高い温度にしていると考えた。そこ

から，高い温度で燃やしたりするにはたくさ

んの燃料が必要だから，それにはお金がかか

るという考えも出てきた。ごみ出しの細かい

ルールの存在とも合わせて考えさせたことか

ら，ａの追究でごみ袋という個別のルールの

理由・根拠を考えたことを踏まえて，改めて

ごみ処理に関わるルール全般へと視野を広げ，

社会のしくみに小学校４年生なりに迫り，自

分たちの言葉でまとめることができた。 

 第４段階（問題の追究Ⅲ）では，それまで

学んできたことを受けて，わたしたちにでき

ることを考えるという未来志向的な学習へと

進めた。単元全体を通して大切だと思ったキ

ーワードを挙げ，自分自身，家庭，地域，社

会のしくみという視点で考えた。 

(2)子どもたちの追究意欲と理解の深まり  

清掃センター見学時の質問タイムでは，次

から次へと途絶えることなく質問が出され，

想定時間を大幅にオーバーするほどであった。

見学前の事前学習で，「疑問を解くために見学

に行くのだ」という気持ちが高まり，見学へ

の目的意識がしっかりと子どもたちの中で明

らかにされていた。 

そして，見学後も子どもたちの「追究した

い」という意欲は持続し，ごみの増加を生み

出した地域や社会の変化，ごみを減らすため

のルールの存在など，社会のしくみの大切さ

にまで，子どもたちの理解が及び，社会のし

くみの理解，経済的な感覚を育てることにつ

ながった。 

 このように，単元「ごみはどこへ」では，

見学・観察が有効に機能し，単元全体が活性

化された。ごみの学習を通して，子どもたち

の追究意欲は続き，また子どもたちの理解は

社会のしくみの理解にまで及んだ。ごみの学

習を通して，子どもたちは地域の社会につい

て学ぶことができたと言える。 



 

・細かいルールがあるからこそ，ごみを減らせると思う。 

・これからは，まだ使えるものはすぐに捨てないで使う

ことを意識していきたい。店などにあるリサイクル用

のごみ箱の意味がよくわかった。ごみを減らす工夫に

なっていることがわかった。 

・ごみぶくろが有料なのは，なるべくごみぶくろを使わ

ないようにしたいという気持ちにさせるものなんだ。

細かいルールを守って，増え続けるごみを減らすこと

が大事だと思った。 

・人口が増えると，ごみも増える。清掃センターはすば

らしいけれど，増え続けるごみを少しでも減らしてい

く努力が大事だと思った。そのために有料のごみぶく

ろや５Ｒというとりくみがあるんだということがわか

ったので，自分もごみを減らすようにしていきたい。 

図２ ４段階の単元展開 

表３ 単元のまとめの記述から （ワークシート８） 

以上のような本単元の成果は何によって生

み出されたのかを，以下において分析・検討

する。第３章では，子どもたちの理解が深ま

ったのは，見学・観察を取り入れた単元の学

習がどのように展開したからか，第４章では，

そのような学習の展開を導くことができたの

はワークシートをどのように作成・活用した

からかを考察したい。 

 

３．問題解決的学習としての展開 

(1)見学・観察を取り入れた４段階の展開 

この単元の学習は，表１のように６つの小

単元からなっているが，大きくは図２のよう

に４段階で進行した。 

 第１段階は，問題の設定である。第２段階

は，ごみの収集や処理の現状について，「どの

ように」という問いを追究する追究Ⅰである。

第３段階は，「どのように」の追究を踏まえ，

さらに収集・処理の現状の理由や根拠につい

て，「なぜ」という問いを追究する追究Ⅱであ

る。そして，第４段階が，「どうする」という

問いのもと，未来志向的に今後について考え

る追究Ⅲである。問題の設定から追究Ⅰ，Ⅱ，

Ⅲへと進み，現状からその理由・根拠，さら

に今後のあり方へと追究が深まっていった。 

このような４つの段階による展開において，

見学は第２段階の追究Ⅰに位置づいている。

この「どのように」を追究する段階に見学を

位置づけたことによって，見学が追究のため

に必要なものとなったとともに，見学そのも

のが充実したものになった。また，見学が充

実したものとなったからこそ，「なぜ」という

問いが生み出され，次の段階へと進んだ。単

元展開の一連の過程において見学は有効な働

きをしたと言える。 

(2)基本サイクルとしての 

【＜問う＞   ＜理解する＞】 

 本単元では，表１の通り，個々の学習局面

では，＜問う＞から＜調べる＞＜考える＞に

基づいて＜理解する＞へ進み，さらに次の＜

問う＞へ向かうことが学習の基本サイクルに

なっている。 

例えば，問題の設定場面において，「教室で

一週間ごみ集めをしてみよう。どんなごみが

出ているだろう？」という問いにより，学校

（教室）でのごみ調べを行った。そして，調

べた結果が意味していることを考え，人が生

活しているところには必ずごみが出るという

理解を生み出し，そこから「家では，どのよ

うな種類のごみが出ているだろう？」という



 

表４ ワークシートの作成・活用の方法と効果 

問いへと進んだ。また，その問いのもと，家

でのごみ調べやごみステーション調べを通し

て，ごみを分別しているけれど，どうして分

別しているのか，ごみステーションからどこ

へ行くのかと考え，ごみ出しにはルールがあ

るということの理解へと進んだ。 

個々の学習局面に＜問う＞があり，問いが

あるからこそ調べ，考える。＜問う＞ことに

よって調べ，考え，＜理解する＞へ向かい，

それによってさらに新たに＜問う＞へ向かう。

＜理解する＞で終わらず，それを踏まえて次

の＜問う＞へ向かうことが，個々の学習局面

のポイントとなっている。 

(3)＜問う＞と＜理解する＞の相乗的往還に 

基づく問題解決的な学習展開 

 本単元では，表１の通り，最初から最後ま

で，＜問う＞，＜調べる＞，＜考える＞，＜

理解する＞による基本サイクルが学習の進行

にそって何巡も繰り返された。＜問う＞と＜

理解する＞とが何度もジグザクに反復する展

開となり，＜問う＞と＜理解する＞が相互に

高め合い続けていく相乗効果を生み出し，学

習が深化していった。ごみの収集・処理の現

状から，その理由・根拠，さらに今後のあり

方へと子どもたちは追究を進めていった。 

 単元「ごみはどこへ」は，問題の設定から

問題の追究Ⅰ，追究Ⅱ，追究Ⅲへと進んだ。

その過程を通じて子どもたちの意欲は持続し，

追究は進み，子どもたちの理解は深まってい

った。それは＜問う＞と＜理解する＞の相乗

的な往還に基づくものである。この相乗的な

往還の中で子どもたちは単元全体を通じて問

い続け，問題解決的な学習を生み出し，理解

を深めていった。 

このような問題解決的な学習はどうすれば

可能になるか。一つの重要なアシストとして，

以下に述べるワークシートの作成・活用が挙

げられる。 

 

４．問題解決的学習のためのワークシートの

作成・活用 

 本単元では，全体を通じてワークシートを

作成・活用した。４段階の単元展開にそって，

作成・活用の方法と効果について一覧表にま



 

図３ 見学の視点を明確にするためのワークシートの一部 

とめたものが，表４である。ここでは紙幅の

関係から，【問う→調べる】，【調べる→考える】，

【考える→理解する】のそれぞれにかかわる

代表的なワークシートに焦点化して取りあげ

る。また，その上で，ワークシートの作成・

活用に共通するポイントについても触れるこ

とにする。 

(1)【問う→調べる】のワークシート 

【問う→調べる】にかかわるワークシート

の代表例として，第２段階における見学前の

ワークシートについて取りあげる。 

このワークシートは，問題づくりや見学へ

の意欲を喚起することを目的として作成した。

調べて書き込む欄を設け，全員で同じ体験を

することにより，学習に対する興味・関心や

意欲を高められるようにした。また，見学直

前のワークシートは，図３のように，見学に

行き，何を見て，何を確かめてくるのか，見

学の視点や見通しをもたせようと考えた。ワ

ークシートによって，個々の興味関心に加え，

どういうものをどういうふうに見てくるのか

という見学の視点を明らかにし，見学後の学

びへとつなげられるようにした。 

安彦ら(2008)は，「地域学習のよさは，子ど

もが具体的な事象を直接見たり，聞いたり，

触れたりなどして，観察や調査を進めること

ができることにある。地域学習を通して自分

の力で問題を解決していく力は，社会科学習

の基本となる大切なことだが，中学年なりに

社会の見方や考え方が育つ手立ても組み込ま

ないと，単に調べまわるだけの学習になりか

ねない」としている。体験することが目的と

なって，見学・観察が一つの行事で終わるこ

とのないように，また，子どもたちが問題意

識を醸成させられるように，事前学習におい

て，問題解決を始動させるためのスタート部

分（問題の設定）におけるワークシートを作

成し，活用した。 

見学・観察をはじめ，調べる活動を行う際

には，何のために調べ，何を明らかにしたい

のか（問題意識の明確化），それをどのように

調べるのか（学習計画の立案）についてなど，

見通しを持って学習を進めることが重要にな

り，そこにワークシートの有効な活用が期待

できる。 

(2)【調べる→考える】のワークシート 

 【調べる→考える】にかかわるワークシー

トの代表例として、第２段階における見学

中・見学後のワークシート（しおり）につい

て取りあげる。 

見学中は，問いのたしかめのためのワーク

シートとして，見学のしおりを作成した。そ

れが図４である。単なる印象ではなく，見学

によって得た事実やデータに基づいて考える

ことを促進させるために，「見たこと・聞いた

こと」と「考えたこと」の欄を分けたしおり

を作成し，見学中から見学後へと利用を順序

づけた。 

しおり中の「見たこと・聞いたこと」の欄

は自由に書き込めるようにした。しおりに書

いたことを友だちと共有したり，その場で出

たハテナについて交流したりという，しおり

を介してのやりとりも見られた。 

 見学直前に見学の視点を確認しても，子ど

もたちは見学先にて説明されたことや目にし

たことを一字一句正確に，事細かくしおりに

書こうとしてしまうこともある。書くことに



 

図６ 問題の追究Ⅱにおけるワークシートの一部 

図４ 見学のしおり（記述済み） 

見学中に記述 見学後に記述 

図５ 問題の追究Ⅰにおけるワークシートの一部 

追われてしまうのである。改善策として，見

学直前のワークシート（図３）にて確認した

見学の視点をしおりに入れておくという方法

も考えられる。 

見学・観察で使用したこのしおりを見学・

観察後にも引き続き使用した。「見たこと・聞

いたこと」の整理やふり返り，そして「考え

たこと」をじっくり書き込むことによって，

調べる→考える→新たな問いという流れが生

まれ，問題の追究Ⅰから追究Ⅱへ進めること

ができた。しおりは，「見たこと・聞いたこと」

と「考えたこと」の欄を分けたことによって，

見学中に気づいたことに基づいて見学後に考

え，理解を生み出したり疑問を立てたりする

ことができたと考えられる。図５のように，

付箋を使うことで自分の思考をふり返ったり

整理したりする例も見られた。調べる  考

えるを可能にしたしおりであったと言える。 

 見学中・見学後のワークシート（しおり）

のように，【調べる→考える】のワークシート

は，ただメモをとるだけのものではなく，そ

の後の学習に発展させられるものであること

が重要である。調べて考えたことによって新

たな問いが生まれ，次の学習へとつなげるこ

とができ，子どもたちの問題意識が継続し，

思考が深められていく。 

(3)【考える→理解する】のワークシート 

 【考える→理解する】にかかわるワークシ

ートの代表例として，第３段階や第４段階に

おいて思考を整理する場面で使用したワーク

シートについて取りあげる。 

 それは図６のワークシートである。このワ

ークシートは，板書されたもの・自分の考え・



 

他者の考えなどを自由に記述できるスペース

を設けた。自分のもっているイメージを大切

にしながら，書くことで考えを整理したり，

深めたりできるようにした。「考える」と「表

現する」が一体的に行われていることがわか

った。 

 また，問題の追究Ⅲでは単元のまとめとし

て，「ごみを減らすために，わたしたちには何

ができるだろうか？」と考えた。ワークシー

トには罫線を引いた欄を設けた。罫線を引く

ことによって，書きながら整理するのではな

く，自分の考えを文章化して表現できるよう

にした。 

 新たな問いの追究場面でのワークシートの

ように，【考える→理解する】のワークシート

は，罫線の有無によって，書きながら思考を

整理させたり，しっかりと自分の考えを文章

化させたりした。子どもたちにどのような活

動をさせたいかという教師のねらいに応じて，

ワークシートの形式を考える必要がある。 

(4)作成・活用の共通ポイント 

 問題解決の過程において，見学・観察を有

効に機能させ，単元の学習全体を活性化させ

るための手立てとしてワークシートに着目し，

昨年度得られた成果を加味しながらワークシ

ートを作成した。 

ワークシートはこのように，問題解決的学習

を導く教師のねらいに応じて，作成・活用す

ることが重要である。 

また，見学のしおりを除くすべてのワーク

シートに共通するポイントとして，＜今日の

授業で学んだことをまとめよう＞という欄を

設けた。【問う→調べる】，【調べる→考える】，

【考える→理解する】の何れの場面でも，子

どもが自分の思考や理解を整理し，授業をふ

り返りながら自分の言葉で学びの成果をまと

めることができるようにした。教師は，その

記述から子どもの理解状況を把握でき，新た

な問いへ，とつなげることができる。見学の

しおりの「考えたこと」欄への記述について

も同様のことが言える。このように作成・活

用することによって，【理解する→問う】とい

うラインを生み出すことができるのである。 

 

５．おわりに－研究の成果と課題 

＜問う＞と＜理解する＞の相乗的な往還

の中で，子どもたちは単元全体を通じて問

い続け，問題解決的な学習を生み出し，理

解を深めていった。問題の追究の中に，見

学・観察を効果的に位置づけることによっ

て，子どもの理解が深まり，主体的に社会

の理解を生み出すことにつながるというこ

とが確認できた。このような単元展開を可

能にする指導の手立てとして，ワークシー

トの作成・活用の方法を探った。子どもた

ちが，教師から与えられた情報を理解し，

覚えるのではなく，問い，調べ，考え，理

解し，さらに問うことが大事であり，それ

らを促すことで問題解決的学習を導いてい

くためのワークシートの工夫に関して成果

を得ることができた。本研究の成果を活か

すとともに，さらに問題解決的学習やその

指導のよりよいあり方を問い続け，社会科

授業の改善をめざしていきたい。 
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